
 

大船渡市大船渡市大船渡市大船渡市子子子子ども・ども・ども・ども・子育子育子育子育てててて支援支援支援支援にににに関関関関するニーズするニーズするニーズするニーズ調査調査調査調査    

【調査ご協力のお願い】 

 

皆さまには、日頃より当市の子育て支援行政にご理解とご協力を賜り、感謝申し上

げます。 

さて、本市では、『大船渡市子ども・子育て支援事業計画』に基づき、子育て支援

のためのさまざまな施策を実施しているところです。このたび、『第2期大船渡市子

ども・子育て支援事業計画』の策定に向けて、皆様の子育ての状況やご要望・ご意見

などをうかがうため、『大船渡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査』を実施す

ることといたしました。 

つきましては、ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力

くださいますようお願い申し上げます。 

なお、回答いただきました調査内容は、本市の子ども・子育て支援施策の検討のみ

に利用させていただくものであり、回答者個人が特定されたり、他の目的に利用する

ことは一切ございません。 

 

 

平成 30 年 12 月 

大船渡市長 ⼾ 田 公 明   

 

【記入にあたってのお願い】 

１． 調査票は、お子さんの保護者の方がご記入ください。 

２． 特にことわりのあるところ以外は、ご家族の中で年齢がご家族の中で年齢がご家族の中で年齢がご家族の中で年齢が最も最も最も最も低いお子さん低いお子さん低いお子さん低いお子さんについてご記入ください。 

３． 回答は、選択肢に○をつけて選ぶところと、数字などを記入するところがあります。 

４． 選択肢の場合、選ぶ数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。 

また「その他」を選んだ場合は、その後にある（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

５． 数字で時間（時刻）を記入する場合は、24 時間制（例：午後６時→18 時）でご記入ください。 

６． 設問によって回答する方が限られる場合があるので、ことわり書きに従ってご回答ください。

特にことわりのない場合は、次の設問に進んでください。 

 

 ご記入がすみましたら、お手数ですが、 

12 月 18 日（火）までに、ご投函ください。 

なお、園から調査票を受け取られた方は、直接、園にご提出ください。 

 

 この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 

  大船渡市 生活福祉部 子ども課 

                 電話：0192-27-3111(内線 191) 
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１．１．１．１．対象対象対象対象のお子さんとご家族の状況についてのお子さんとご家族の状況についてのお子さんとご家族の状況についてのお子さんとご家族の状況について    

    

問１から問８は、対象のお子さんからみた関係でお答えください。    

問１ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。（１つに○） 

１．母親           ２．父親           ３．その他（          ） 

    
 

問２ お住まいの地区はどちらですか。（１つに○） 

 

１．盛町    ２．大船渡町    ３．末崎町    ４．赤崎町    ５．猪川町 

６．立根町   ７．日頃市町    ８．綾里     ９．越喜来    10．吉浜 

    

問３ お子さんのお住いの住居はどちらですか。（１つに○） 

１．持家（あなた又はあなたの配偶者名義）  ２．持家（親族名義） 

３．市営・県営住宅              ４．社宅 

５．民間賃貸住宅（アパート、借家など）    ６．間借 

７．その他（               ） 

 

問４ 対象のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

 平成       年       月生まれ 

    

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

１．配偶者がいる           ２．配偶者はいない 

 

問６ 普段、一緒にお住まいの方はどなたですか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．父親  ２．母親  ３．祖父  ４．祖母  ５．兄弟姉妹  ６．その他（        ） 

 

問７ 本人を含めて兄弟姉妹の人数をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。） 

        人 

 

問８ 対象のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。（１つに○） 

１．父母ともに  ２．主に母親   ３．主に父親   ４．主に祖父母  ５．その他（      ） 

 

    

２．２．２．２．子どもの育ちをめぐる環境について子どもの育ちをめぐる環境について子どもの育ちをめぐる環境について子どもの育ちをめぐる環境について    

    

問９ 日頃、対象のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

5．いずれもいない 
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問10 対象のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談でき

る場所はありますか。（１つに○） 

１．いる／ある         ２．いない／ない 

    

問 10 で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。    

問11 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（当てはまる

番号すべてに○） 

１．配偶者・パートナー、親や家族、親せき     ２．近所の人、知人、友人、職場の人 

３．子育てサークルの先生、仲間          ４．保育所や幼稚園、学校の先生 

５．地域子育て支援センター            ６．療育支援員  

７．医師、保健師、看護婦など           ８．市の子ども課 

９．民生児童委員                10．教育相談室 

11．市の健康推進課               12．保健所、児童相談所 

13．民間の電話相談               14．その他（               ） 

    

問12 子育てをする上で、周囲からどのようなサポートがあれば良いと思いますか（ご自由にご記入ください） 

 

    

    

３３３３．．．．保護者の就労状況について保護者の就労状況について保護者の就労状況について保護者の就労状況について    

 

問13 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）【父子家庭の場合は記入は不要です。問20へ進んで

ください。】（１つに○） 

   また、「５」および「６」を選んだ場合は、収入の確保方法についてご記入ください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない            （収入の確保方法：           ）

    

問13で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問14 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

（就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・

介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。） 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

      １週当たり     日      １日当たり       時間 

    

問 13 で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問15 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。 

（時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。） 

（時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。□内に数字でご記入くだ

さい。数字は一枠に一字。） 

      家を出る時刻        時      帰宅時刻        時 
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問 13 で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問16 日曜・祝日の就労状況についてお答えください。（１つに○） 

１．日曜・祝日は休み   ２．日曜・祝日は毎週出勤   ３．日曜・祝日は不定期で出勤 

    

問 13 で「３」か「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問17 母親のフルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

    

問13で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６.これまで就労したことがない」に○

をつけた方にうかがいます。    

問18 母親は就労したいという希望はありますか。 

当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態     ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                  →１週当たり    日   １日当たり      時間 

    

問18で「２．１年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい」または「３.すぐにでも、もしく

は１年以内に就労したい」に○をつけた方にうかがいます。    

問19 就労に向けた課題はありますか。（当てはまる番号すべてに○）    

１．家族の理解が得られない        ２．希望する条件の仕事がない 

３．働くための資格や技能がない      ４．自分の病気や障がいなど 

５．子どもが病気がちで付き添う必要がある ６．家族の介護をしている 

７．その他（                                  ） 

 

問20 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）【母子家庭の場合は記入は不要です。問27へ進んで

ください。】（１つに○） 

   また、「５」および「６」を選んだ場合は、収入の確保方法についてご記入ください。 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない            （収入の確保方法：           ）
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問 20 で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問21 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

（就労日数や就労時間が、一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介

護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。） 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

      １週当たり     日      １日当たり       時間 

    

問 20 で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問22 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。 

（時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。） 

（時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でお答えください。□内に数字でご記入くだ

さい。数字は一枠に一字。） 

      家を出る時刻        時      帰宅時刻        時 

    

問 20 で「１」～「４」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問23 日曜・祝日の就労状況についてお答えください。（１つに○） 

１．日曜・祝日は休み   ２．日曜・祝日は毎週出勤   ３．日曜・祝日は不定期で出勤 

    

問 20 で「３」か「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうかがいます。    

問24 父親のフルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい 

    

問20で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６.これまで就労したことがない」に○

をつけた方にうかがいます。    

問25 父親は就労したいという希望はありますか。 

当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1 年より先、一番下の子どもが    歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    →希望する就労形態    ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

                 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

                  →１週当たり    日   １日当たり      時間 

    

問25で「２．１年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい」または「３.すぐにでも、もしく

は１年以内に就労したい」に○をつけた方にうかがいます。    

問26 就労に向けた課題はありますか。（当てはまる番号すべてに○）    

１．家族の理解が得られない        ２．希望する条件の仕事がない 

３．働くための資格や技能がない      ４．自分の病気や障がいなど 

５．子どもが病気がちで付き添う必要がある ６．家族の介護をしている 

７．その他（                                  ） 
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問27 対象のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

（母親、父親それぞれ１つに○）また、「３．取得していない」を選んだ方はその理由を破線枠内から選

んで番号を記入してください。 

母親母親母親母親（いずれかに○） 父親父親父親父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない  

   ⇒ 

 

 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である）  

３．取得していない 

⇒ 

 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

１０．子育てや家事に専念するため退職した 

１１．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

１３．育児休業を取得できることを知らなかった 

１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

１５．その他（                        ） 

 

 

４４４４．．．．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況平日の定期的な教育・保育事業の利用状況平日の定期的な教育・保育事業の利用状況平日の定期的な教育・保育事業の利用状況についてについてについてについて    

 

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体的には、

幼稚園や保育所など、問 29 に示した事業が含まれます。 

問28 対象のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されていますか。

（１つに○） 

 １．利用している            ２．利用していない 

    

問 28 で「１.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問29 対象のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」

利用している事業をお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

１．幼稚園                ２．幼稚園の預かり保育 

３．認可保育所             ４．認定こども園 

５．家庭的保育             ６．事業所内保育施設 

７．その他の認可外の保育施設      ８．居宅訪問型保育 

９．ファミリー・サポート・センター   10．その他（              ） 

 

 

取得していない理由取得していない理由取得していない理由取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（いくつでも） 

取得していない理由取得していない理由取得していない理由取得していない理由（下から番号を

選んでご記入ください）（いくつでも） 
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問28で「1.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問30 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していますか。また、希望と

してはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、□

内に具体的な数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。時間は、必ず （例）０９時～１８時のよう

に２４時間制でご記入ください。 

（１）現在 

  １週当たり    日   １日当たり      時間 （      時～      時） 

 

（２）希望 

  １週当たり    日   １日当たり      時間 （      時～      時） 

    

問 28 で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問31 利用していない理由は何ですか。（当てはまる番号すべてに○） 

また、選択肢「８」を選んだ方は□内に年齢を数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

4．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

5．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

6．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

7．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

8．子どもがまだ小さいため（     歳くらいになったら利用しようと考えている） 

9．その他（                                     ） 

 

すべての方にうかがいます。 

問32 現在、利用している、利用していないにかかわらず、対象のお子さんの平日の教育・保育の事業として、

「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（当てはまる番号すべてに○） 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。認可保育所の場合、世帯収入に応じた

利用料が設定されています。 

１．幼稚園 

３．認可保育所 

５．認定こども園 

７．事業所内保育施設 

9．居宅訪問型保育 

11．その他（              ） 

２．幼稚園の預かり保育 

４．小規模保育所  

６．家庭的保育 

８．その他の認可外の保育施設 

10．ファミリー・サポート・センター 

12．利用希望なし 

 

問 32 で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に〇をつけ、かつ３～11 にも〇をつけた方にうかが

います。 

問33 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を希望しますか。（１つに○） 

１．はい                ２．いいえ 
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５５５５．．．．地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況地域の子育て支援事業の利用状況についてについてについてについて    

 

問34 現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする

場で、「子育て支援センター」等と呼ばれています）を利用していますか。 

次の中から、利用されているものすべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数（頻度）を

□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．地域子育て支援センター（おひさま広場、ひだまり） 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり     回程度 

２．つどいの広場わいわいステーション 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり     回程度 

３．すくすくルーム 

１週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり     回程度 

４．利用していない 

 

問35 問34のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あ

るいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

当てはまる番号１つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください（数字

は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生する場合があります。 

１．利用していないが、今後利用したい 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり     回程度  

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい  

１週当たり 更に   回 もしくは １ヶ月当たり 更に     回程度  

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問36 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思うものを

お答えください。①～⑬の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○

をつけてください。なお、事業によっては、お住まいの地域で実施されていないものもあります。 

 A B C 

 

知っている 

これまでに利用   

したことがある 

今後利用したい 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

①「利用者支援事業」（Y・S センター内） １ ２ １ ２ １ ２ 

②「ファミリー・サポート・センター」

（Y・S センター内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

③「地域子育て支援センターひだまり」

（大船渡保育園内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

④「地域子育て支援センターおひさま広

場」（猪川保育園内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑤「つどいの広場わいわいステーショ

ン」（Y・S センター内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑥「すくすくルーム」（ショッピングセ

ンター サン・リア内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑦「病後児保育いまでっこルーム」（猪

川保育園内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑧「保育園や幼稚園、こども園の園開放

事業」（市内各保育園・幼稚園・こども園） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑨「妊娠・出産・子育て相談」（市の健

康推進課） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑩「パパママ教室」（市の健康推進課） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑪「すくすく・もぐもぐ相談」（すくす

くルーム内） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑫「小児科オンライン」（オンラインサ

ービス） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

⑬「子育て支援サイトつばきっず」（市

子育て専用ホームページ） 

１ ２ １ ２ １ ２ 

 

 

６６６６．．．．土曜・休日や長期土曜・休日や長期土曜・休日や長期土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について希望について希望について希望について    

 

問37 対象のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあります

か（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１８時のように

２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担

が発生します。 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育所、こども園、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・知

人による預かりは含みません。 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい          時から     時まで 
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（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい          時から     時まで 

 

「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

問38 対象のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望しま

すか。希望がある場合は、利用したい時間帯を、 (例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入くだ

さい（数字は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい     利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい         時から     時まで 

 

 

７７７７．．．．病気の際の対応病気の際の対応病気の際の対応病気の際の対応についてについてについてについて    

    

平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 28 で「１．利用している」に○をつ

けた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、問 42 にお進みください。    

問39 この１年間に、対象のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。（１

つに○） 

 １．あった         ２．なかった 

    

 

問40 対象のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合に、この１

年間に行った対処方法として当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入く

ださい（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字。）。 

    １年間の対処方法１年間の対処方法１年間の対処方法１年間の対処方法    
日数日数日数日数 

１. 父親が休んだ     日 

２. 母親が休んだ     日 

３. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった     日 

４. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた     日 

５. 

病児・病後児の保育を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） 

    日 

６. ベビーシッターを利用した      日 

７. ファミリー・サポート・センターを利用した      日 

８. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた      日 

９. その他（               ）     日 

 

 



10 

問 40 で「１．父親が休んだ」「２．母親が休んだ」のいずれかに回答した方にうかがいます。 

問41 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

   当てはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。な

お、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必

要となります。 

１．できれば病児保育施設を利用したい 

２．できれば病後児保育施設を利用したい      日 

３．利用したいとは思わない 

 

 

８８８８．．．．不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について    

 

問42 対象のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等

の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべてに○をつけ、１年

間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

利用している利用している利用している利用している事業事業事業事業・日数（年間）・日数（年間）・日数（年間）・日数（年間）    

1．一時預かり 

  （私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業） 

   日 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長し預かる事業のうち不定期に利用する場合の

み） 

   日 

３．ファミリー・サポート・センター 

  （地域住民が子どもを預かる事業） 

   日 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

   日 

５．ベビーシッター 
   日 

6．その他（                     ） 
   日 

7．利用していない     

 

問42で「７．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

問43 現在利用していない理由は何ですか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．特に利用する必要がない          ２．利用したい事業が地域にない 

 ３．地域の事業の質に不安がある        ４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・ 

                         日数など）がよくない 

 ５．利用料がかかる・高い           ６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうか    ８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

  わからない 

９．その他（               ） 
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問44 対象のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を利用する

必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数

をご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください。数字

は一枠に一字。）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 計    日 

 

１） 

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リ

フレッシュ目的 

    日 

 

２） 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院 等     日 

 

３） 不定期の就労     日 

 

４） その他（               ）     日 

２．利用する必要はない  

 

問 44 で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問45 問44の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（当てはま

る番号すべてに○） 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：地域子育て支援拠点等） 

3．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                            ） 

 

問46 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、対象のお子さんを泊りが

けで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含み

ます）。あった場合は、この１年間の対処方法として当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数

も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

    １年間の対処方法１年間の対処方法１年間の対処方法１年間の対処方法    
日数日数日数日数 

１．あった １） （同居者を含む）親族・知人にみてもらった     泊 

 ２） 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 

    泊 

 

３） 

イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 

    泊 

 

４） 仕方なく子どもを同行させた     泊 

 

５） 仕方なく子どもだけで留守番をさせた      泊 

 

６） その他（                   ）     泊 

２．なかった  
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９９９９．．．．お子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についてお子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についてお子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についてお子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方について    

                               ⇒⇒⇒⇒    ５歳未満の方は、問 50 へ 

    

問47 対象のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する

週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も

□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８時 のように２４時間制でご記入ください（数字は

一枠に一字）。 

1．自宅 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週   日くらい 

４．放課後子ども教室 週   日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童保育） 

週   日くらい  

→ 下校時から    時まで 

６．ファミリー・サポート・センター 週   日くらい 

７．その他（公民館、公園など）    週   日くらい 

 

問48 対象のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の

時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当

たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には利用を希望する時間も□内に

数字でご記入ください。時間は、必ず（例）１８時 のように２４時間制でご記入ください（数字は一枠

に一字）。 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

1．自宅 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週   日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週   日くらい 

４．放課後子ども教室 週   日くらい 

５．放課後児童クラブ（学童保育） 

週   日くらい  

→ 下校時から    時まで 

６．ファミリー・サポート・センター 週   日くらい 

７．その他（公民館、公園など）    週   日くらい 

 

問 47 または問 48 で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。 

問49 対象のお子さんについて、土曜日や日曜・祝日、夏休み等の長期休暇期間中に、放課後児童クラブの利

用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（１）（２）それぞれについて、当

てはまる番号１つに○をつけてください。 

 （１）小学校低学年（１～３年生） （２）小学校高学年（４～６年生） 

土曜日 １．利用したい   ２．利用しない １．利用したい   ２．利用しない 

日曜日・祝日 １．利用したい   ２．利用しない １．利用したい   ２．利用しない 

長期休暇 １．利用したい   ２．利用しない １．利用したい   ２．利用しない 
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10101010．．．．生活生活生活生活の様子の様子の様子の様子についてについてについてについて    

 

問50 お子さんの朝食の状況はいかがですか。（１つに○） 

１．毎日食べる   ２．週４～６日食べる   ３．週１～３日食べる   ４．食べない 

 

 

問 50 で「１．毎日食べる」と回答した方以外にお聞きします。 

問51 お子さんが朝食を食べない時の理由は何ですか。（１つに○） 

１．食べる時間がない       ２．食べたくないと言う   ３．朝食をつくる時間がない 

４．経済的に朝食を用意できない  ５．家族に朝食を食べる習慣がない 

６．その他（                                       ） 

 

 

問52 お子さんの夕食の状況はいかがですか。（１つに○） 

１．家族そろって食べる   ２．家族そろって食べることは少ないが、大人の家族の誰かと食べる 

３．子ども達だけで食べる  ４．一人で食べる 

５．食べない        ６．その他（                         ） 

 

問 52 で「３．子ども達だけで食べる」「４．一人で食べる」と回答した方にお聞きします。 

問53 お子さんが夕食を子どもだけで食べるもっとも大きな理由は何ですか。（１つに○） 

１．働いている親の帰宅が遅いから            ２．親が夜間の仕事で不在となるから 

３．本人が学校、部活動、習い事で帰宅が遅くなるから   ４．親が育児・介護などで忙しいから 

５．その他（                                       ） 

 

問 53 で「１．働いている親の帰宅が遅いから」「２．親が夜間の仕事で不在となるから」と回答した方にお聞

きします。 

問54 夕食の用意はどのようにされていますか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．夕食を作っておく             ２．お金を渡し購入させる 

３．該当お子さん、または兄弟が夕食を作る   ４．レトルト食品やお弁当を活用する 

５．その他（                                  ） 

 

問55 お子さんの健康状態はいかがですか。（１つに○） 

１．良い               ２．どちらかといえば良い 

３．どちらかといえば悪い       ４．悪い 

 

問56 お子さんの虫歯の状況はいかがですか。（１つに○） 

１．ある（治療していない）      ２．ある（治療中）       ３．あった（治療済） 

４．ない               ５．わからない 

 

問 56 で「１．ある（治療していない）」と回答した方にお聞きします。 

問57 虫歯を治療していない理由は何ですか。（１つに○） 

１．治療予定       ２．治療に行く時間がない  ３．経済的に困難 

４．治療する必要がない  ５．特に理由はない     ６．その他（            ） 
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問58 あなたの世帯全体の平成29年の年収（税込）はいくらですか。（１つに○） 

１．０～５０万円未満      ２．５０～１００万円未満    ３．１００～１５０万円未満 

４．１５０～２００万円未満   ５．２００～２５０万円未満   ６．２５０～３００万円未満 

７．３００～３５０万円未満   ８．３５０～４００万円未満   ９．４００～５００万円未満 

10．５００～７００万円未満  11．７００～１０００万円未満  12．１０００万円以上 

 

 

問59 あなたの世帯では、おおむね１年の間に、経済的な理由で、次のような経験をしたことがありますか。

（当てはまる番号すべてに○） 

１．電気・ガス・水道などが止められた 

２．医療機関を受診することができなかった（予防接種を含む） 

３．生活費を金融機関などから借金をした 

４．最低限の食事を食べることができなかった 

５．クレジットカードの利用が停止になった 

６．国民健康保険料や国民年金の支払いが滞った 

７．税金の支払いが滞った 

８．電話（固定・携帯）などの通信料の支払いが滞った 

９．家賃や住宅ローンの支払いが滞った 

10．新しい衣服や靴を買うことができなかった 

11．冠婚葬祭のつきあいを控えた 

12．理髪店や美容院に行くことができなかった 

13．敷金・保証金等を用意できないので、住み替え・転居を断念した 

14．趣味やレジャーの出費を減らした 

15．どれにもあてはまらない 

 

問60 お子さんに関して、おおむね１年の間に、経済的な理由で、次のような経験をしたことがありますか。

（調査対象のお子さんのみでなく、世帯におけるお子さん全員を対象にお答えください）（当てはまる番号

すべてに○） 

１．お子さんを医療機関に受診させることができなかった（予防接種を含む） 

２．お子さんのための服や靴を買えなかった 

３．お子さんのための本や絵本を買えなかった 

４．お子さんの給食費や教材費（学級費）が払えなかった 

５．お子さんを遠足や修学旅行に参加させることができなかった 

６．お子さんを習い事に通わせることができなかった（通信教育を含む） 

７．お子さんに誕生日プレゼントやお年玉をあげることができなかった 

８．家族旅行（日帰りを含む）ができなかった 

９．どれにもあてはまらない 
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11111111....全般的な事柄について全般的な事柄について全般的な事柄について全般的な事柄について    

 

問61 子育てに関する情報をどのように入手していますか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．親や家庭、親せき 

２．近所の人、知人、友人 

３．保育所、幼稚園、つどいの広場、子育て支援センター 

４．行政 

５．市の広報やパンフレット 

６．テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、インターネット等 

７．その他（                             ） 

８．情報の入手先がない 

９．情報の入手手段がわからない 

 

問62 子育てについてどんな情報を得たいと思っていますか。（当てはまる番号すべてに○） 

１．子どもの発育や病気について         ２．子どもの食事や栄養について 

３．子どものしつけや勉強について        ４．習い事や学習塾について 

５．子どもが参加できるイベントについて     ６．子どもの遊び場や施設について 

７．子育ての相談窓口について          ８．子育ての手当てや公的助成について 

９．家庭教育に関する講座や講演会などについて 10．子どもの一時預かりについて 

11．その他（                  ） 

 

問63 次の（１）から（８）であなたは公的制度を利用した（または支援を受けた）ことはありますか。また、

今後、利用したいと思いますか。当てはまる番号をそれぞれ１つに○をつけてください。 

 
現状 今後 

利

用

し

て

い

る

・

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

 

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

が

知

っ

て

い

る

 

制

度

を

し

ら

な

い

 

利

用

（

利

用

継

続

）

を

希

望

す

る

 

利

用

（

利

用

継

続

）

を

希

望

し

な

い

 

（１）児童手当（平成 22～23 年度は「子ども手当」） １ ２ ３ １ ２ 

（２）児童扶養手当 １ ２ ３ １ ２ 

（３）特別児童扶養手当 １ ２ ３ １ ２ 

（４）就学援助 １ ２ ３ １ ２ 

（５）生活保護 １ ２ ３ １ ２ 

（６）児童相談所 １ ２ ３ １ ２ 

（７）生活福祉資金貸付金、母子父子寡婦福祉資金貸付金 １ ２ ３ １ ２ 

（８）放課後児童クラブ １ ２ ３ １ ２ 
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問64 子育てに関して、悩んでいることや気になることはありますか。（３つまでに○） 

１．病気や発育、発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がわからないこと 

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分にできないこと 

８．子どもの教育に関すること 

９．友達づきあい（いじめ等を含む）に関すること 

10．登校拒否、不登校などの問題について 

11．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力等が少ないこと 

12．自分の子育てで、親族など周りの目が気になること 

13．配偶者等以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

14．子どもを叱りすぎているような気がすること 

15．子どもを甘やかしすぎているような気がすること 

16．ストレスがたまって子どもに手をあげたり、世話をしなかったりすること 

17．子育てのサービス内容や利用等の方法がよくわからないこと 

18．その他（                               ） 

19．特にない 

 

問65 お子さんの子育ては楽しいですか。（１つに○） 

１．大変楽しい               ２．楽しいことが多い 

３．つらいと感じることが多い        ４．とてもつらい 

 

問 65 で「３．つらいと感じることが多い」または「４．とてもつらい」と回答した方にお聞きします。 

問66 子育てで「つらい」と感じる理由は何ですか。（ご自由にご記入ください） 

 

 

問67 本市の「子育て支援」について、満足状況はいかがですか。（１つに○） 

１．満足  ２．やや満足  ３．普通  ４．やや不満  ５．不満  ６．わからない 

 

問68 あなたが、ほしいと思っている子どもの数、実際に予定している子どもの数は何人ですか。（枠内に数

字を記入） 

≪ほしいと思っている子どもの数≫≪ほしいと思っている子どもの数≫≪ほしいと思っている子どもの数≫≪ほしいと思っている子どもの数≫            ≪実際に予定している子どもの数≫≪実際に予定している子どもの数≫≪実際に予定している子どもの数≫≪実際に予定している子どもの数≫    

 

 

 

    

    

人人人人    人人人人    
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問68 で、ほしいと思っている子どもの数よりも実際に予定している子どもの数が少ない方にうかがいます。 

 

問69 その理由は何ですか。（３つまでに○） 

１．育児の身体的な負担が大きいから 

２．育児の精神的な負担が大きいから 

３．配偶者やパートナーが家事や育児にあまり協力してくれないから 

４．年齢的な理由で無理だから 

５．健康上の理由で無理だから 

６．自分自身のやりたいことができなくなるから 

７．住まいが狭いから 

８．子どもを育てるのにお金がかかるから 

９．仕事ができない・続けにくいから 

10．教育に不安があるから 

11．社会がどうあるかわからず、子どもの将来が不安だから 

12．今いる子どもに十分な愛情をかけてあげたいから 

13．その他（                                 ） 

14．特に理由はない 

 

すべての方におうかがいします 

問70 あなたは子育てをしていくうえで、どのような支援が充実すると良いと思いますか。（５つまでに○） 

１．保育所等の施設の充実 

２．放課後児童クラブ（学童保育）や病児保育の充実 

３．子どもを気軽に（一時的に）預かってくれる場所やサービス 

４．低い家賃で住めるところ（公営住宅など） 

５．子どもの教育のための経済的支援 

６．日頃の生活のための経済的支援（子育ての手当や公的助成） 

７．子どもの医療制度の充実 

８．子どもの進路や就労について相談できるところ 

９．保護者の就労について相談できるところ 

10．生活向上のための保護者の資格取得、教育の機会 

11．子どもの将来のために職場体験等ができる機会 

12．子どもが安心して遊べる場所（子どもの遊び場や施設） 

13．子どもにとって自然体験や集団遊びなどの機会（子どもが参加できるイベント） 

14．地域における子どもの居場所 

15．子育て中の親同士が交流できる場所 

16．子どもが無料もしくは安価で食事ができる場所 

17．移送サービス（スクールバス、障がいがある児童の移動支援など） 

18．無償もしくは低料金の学習支援 

19．家族以外の世代の異なる人との交流の機会 

20．その他（                                   ） 

21．特にない 
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問71 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご

記入ください。 

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

調査にご協力調査にご協力調査にご協力調査にご協力いただきまして、いただきまして、いただきまして、いただきまして、ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。    

    

    

12 月 18 日（火）までに、ご投函ください。 

※ なお、園から調査票を受け取られた場合は園にご提出ください。 



 

 


